
【シラバスⅡ】令和７年度 評価規準 

教科名   保健体育 科目名  体 育 （ ２ 年 ） 

時 期 内容のまとまり 知識・技能 思考・判断・表現等 主体的に学習に取り組む態度 

４～５月 

【体つくり運動】 

・集団行動 

・大高体操 

・新体力テスト 

○体を動かす楽しさや心地よさを味

わうことができる。 

○運動を継続する意義、体の構造、

運動の原則が理解できる。 

○単元の特性を踏まえた自己や仲間、

チームの課題を発見できる。 

（「課題」の例） 

・運動構造、体力向上面 

・自己の技能や基本動作について 

・相手やチームとの攻防場面 

・「する・見る・支える・知る」の視点 

 

○合理的な課題解決に向けて運動の

取り組み方を工夫できる。 

（「取り組み方の工夫」の例） 

・効果的な練習方法や技能習得方法 

・必要な準備、補助運動の選択 

・体調や環境に応じた活動の工夫 

・得た知識の活用 

・振り返り、修正、改善の方法 

 

○考えたことを他者に伝えることが

できる。 

（「考えたこと」の例） 

・有効な技能や作戦戦術 

・役割分担とその成果、改善点 

・合意形成のための関わり方 

・仲間とともに楽しむための方法 

・運動を継続するための関わり方 

・相手への尊重とよりよい所作につ

いての振り返り（武道） 

（「伝える」方法の例） 

・仲間やグループで話す 

・プレイ中や観察中の声がけ 

・記録カードや学習カードに言葉や

文章で表現し共有する 

○自主的に取り組むことができる。 

 

○競技のルールやマナーを自らの意

思で守ろうとしている。 

 

○フェアプレイを大切にしようとし

ている。 

 

○結果や勝敗などを冷静に受け止め

ることができる。 

 

○作戦・戦術などについての話し合い

に貢献しようとしている。 

 

○一人一人の違いに応じた運動・プレ

イ・挑戦を大切にしようとする。 

 

○互いに助け合い教え合おうとする。 

 

○自己の役割や責任を果たそうとし

ている。 

 

○よい演技を讃えようとする。 

 

○健康・安全を確保している。 

(A) 

６～７月 

(B) 

８～９月 

(C) 

12～１月 

(D) 

２～３月 

【球技】 

＜ゴール型＞ 

・サッカー 

・ハンドボール 

・バスケットボール 

＜ネット型＞ 

・バレーボール 

・テニス 

・バドミントン 

・卓球 

＜ゴール型＞ 

○安定したボール操作や空間を作り

出すなどの動きによってゴール前

への侵入などから攻防を展開する

ことができる。 

＜ネット型＞ 

○役割に応じたボール操作や安定し

た用具の操作と連携した動きによ

って、空いた場所をめぐる攻防が

できる。 

＜共通＞ 

○技術や作戦・戦術の名称、行い方

を理解できる。 

○練習やゲーム中の運動観察・分析

の方法を理解できる。 

【武道】 

・柔道 

○相手の動きに応じた基本動作、既

習技、新たな基本技、連絡技を身

に付け上達させることができる。 

○自由練習や簡易試合で攻防を展開

できる。 

【ダンス】 

・創作ダンス 

○表現したいイメージをとらえ、動

きや空間の使い方で変化をつけて

作品にまとめたりして踊ることが

できる。 

８～３月 

 

※長距離 

10~12 月 

【陸上競技】 

・長距離走 

○体力の高め方を理解できる。 

○自己の体力や技能の程度に適した

ペースを維持して走る。 

○力みのない走行姿勢や走りのリズ

ムを作れる呼吸法を身に付けるこ

とができる。 

年間 

【体育理論】 

・体力トレーニング 

・運動やスポーツでの

安全確保 

 

○技能と体力の関連、期待する成果

に応じた技能や体力の高め方があ

ることを理解できる。 

○技能の上達過程段階に応じた練

習・運動観察・課題の設定方法が

あることを理解できる。 

○運動時の様々な危険を予見し回避

することができる。 

○習得した知識を活用することがで

きる。 

○概念と自己の状況を関連付けて課

題を発見することができる。 

○課題のよりよい解決に向けて思考

し判断できる。 

○言葉や文章表現によって他者に伝

えることができる。 

○学習に自主的に取り組むことがで

きる。 

主な評価方法 

【全領域（単元）共通】 

⑴取り組み方・言動（技能）の観察 

⑵スキルテスト／技能テスト 

⑶記録／学習カード 

 （記述の仕方や内容等） 

⑴取り組み方・言動の観察 

⑵記録／学習カード 

 （記述のしかたや内容等） 

⑴取り組み方・言動の観察 

⑵記録／学習カード 

 （記述のしかたや内容等） 

その他 ⑴各観点は「主な評価方法」に挙げる項目によって、領域ごとに総合的に評価する。 

    ⑵「体育理論」は、年間を通し各領域の中で横断的にその内容に触れたり、実施種目の特性に応じて適宜扱う。 

 


